
植物由来フィルムを積層
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帝
人
、
鉛
不
使
用
の
圧
電
材

帝
人
は
有
害
な
鉛
を
含
ま
な
い
植
物
由
来

の
ポ
リ
乳
酸
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
圧
電
材
料

を
2
年
以
内
に
量
産
す
る
。
圧
電
材
料
は
鉛

を
含
む
チ
タ
ン
酸
ジ
ル
コ
ン
酸
鉛
（
P
Z
T
）

が
主
流
で
、
こ
れ
ま
で
鉛
に
替
わ
る
材
料
が

な
か
っ
た
が
、
積
層
技
術
の
応
用
で
実
現
し

た
。
既
に
複
数
メ
ー
カ
ー
に
新
材
料
の
サ
ン

プ
ル
出
荷
を
し
て
お
り
、
環
境
性
能
を
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
、
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど

へ
の
需
要
開
拓
を
進
め
る
。

薄
く
加
工
容
易
に

2
年
以
内
に
量
産

も
、
P
Z
T
と
同
程
度
の
高

い
圧
電
効
果
産
見
込
め
る
。

P
Z
T
は
電
圧
を
か
け
て
振

動
す
る
特
性
を
生
か
し
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

や
医
糖
用
の
超
音
波
検
査
装

椚
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

東
リ
乳
酸
フ
ィ
ル
ム
に
よ

る
圧
電
材
料
は
P
Z
T
に
比

べ
て
薄
く
加
工
し
や
す
い
。

こ
の
た
め
「
力
を
エ
ネ
ル
ギ

表
面
を
軽
く
指
で
ほ
じ
く
だ
ー
な
ど
の
要
望
を
聞
き
な
が
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
ク
レ
ー
だ
。
P
Z
T
の
代
替
品
と
し

け
で
発
歳
も
で
き
る
。
　
ら
、
磁
産
計
画
に
つ
な
げ
て
ト
（
P
E
T
）
フ
ィ
ル
ム
と
て
の
普
及
を
目
指
す
。

帝
人
は
電
子
部
品
メ
ー
カ
い
く
。
価
格
は
一
般
的
な
ポ
同
程
度
で
供
給
す
る
考
え

（
遠
藤
邦
生
）

関
西
大
学
と
共
同
開
発
し

た
も
の
で
、
特
性
が
異
な
る

2
械
類
の
ポ
リ
乳
酸
フ
ィ
ル

ム
を
積
層
し
、
正
極
と
負
極

を
相
互
に
挟
み
込
ん
で
圧
電

効
果
を
引
き
出
し
た
。
一
般

的
な
フ
ィ
ル
ム
製
造
設
備
で

生
産
で
き
る
と
い
う
。
帝
人
－
に
変
え
て
発
電
す
る
特
性

は
国
内
の
フ
ィ
ル
ム
製
造
設
　
に
蕾
目
す
る
メ
ー
カ
ー
が
多

僻
で
今
後
、
〔
狼
産
化
へ
の
検
　
い
」
　
（
帝
人
新
フ
ィ
ル
ム
開

開
発
し
た
ポ
リ
乳
警
麗
醐
絹
雛
摘
冊

討
を
本
格
化
す
る
。

ル
ム
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
ば
、
手
に
巻
く
ウ
エ
ア
ラ
ブ

の
植
物
を
原
料
と
し
な
が
ら
　
ル
端
末
に
も
使
え
る
。
仙
洞
末

▼
圧
電
材
料
　
掲
圧
を
か
け
る
と

変
形
し
、
力
を
加
え
て
変
形
さ
せ
る

と
発
掲
す
る
素
材
。
亀
圧
が
加
わ
る

と
変
形
す
る
特
性
を
生
か
し
、
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
ピ
ー

カ
ー
の
音
源
、
医
折
用
の
超
音
波
検

査
装
閏
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

‥
最
近
で
は
床
を
踏
む
振
鋤
で
電
気
を

起
こ
す
床
発
電
装
殿
に
も
使
わ
れ
て

いる。
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一

し

帝
人
が
開
発
し
た
植
物
由
乗
の
フ
ィ
ル
ム
㊨
は

現
在
主
流
の
鉛
を
含
む
圧
電
材
料
①
に
比
べ
て

薄
く
、
加
工
し
や
す
い


